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グラムについては，Terman and Terman の論文（Am J 
Psychiatry 2006; 163: 2126-2133）に倣った．具体的には，









その調光プログラムを図 2 に示す．フレームは，株式 
 
 





































開発した．Terman and Terman の論文と同様，3 時間 30
図1 擬似夜明け療法器の試作器 
図 2 擬似夜明け療法器の調光プログラム． 




分かけて 0 ルクスから 250 ルクスまで，S 字状に照度
が増加することが確認された（図 2）．また，250 ルク
ス照射時，マネキンの両眼に照度プローブを設置し，
左 90 度側臥位から仰臥位，右 90 度側臥位へと体位（頭
位）を変えたときの，眼球に当たる光の照度を測定し
た．その結果，図 3 に示すように，左側臥位（0 度）
や右側臥位（180 度）付近では受ける光の照度に左右
差が認められた．しかし，左右の平均値をとると，頭










































































左側臥位を 0 度，仰臥位を 90 度，右側臥位を 180 度
とした． 
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